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（５）研究成果の概要（公開） 
背景  
ハンチントン病や筋萎縮性即索硬化症（ALS）に代表されるリピート病は、遺伝子内の 3から 6程度の

特定の繰り返し配列が異常伸長することによって生じる疾患であり、神経系に種々の機能異常を引き起こ

す。リピート病の１つである、脆弱Ｘ症候群は CGG リピートの異常伸長が原因で発症する。当研究室では、

この CGG 配列に結合する低分子を複数報告しており、治療薬や診断ツールとしての応用が期待される。 

目的・方法  

本研究では、リピート結合性分子の核酸に対する相互作用様式を NMR によって詳細に調べることと、細

胞内で核酸-低分子複合体が形成されるかを in-cell NMR 法によって調べることを目的とした。2021 年度

は、バッファー中での核酸-低分子複合体の解析に焦点を置き、CGG 配列に結合する低分子 ND と CGG 配列

を含む 2 重鎖 DNA の複合体について NMR 立体構造解析を試みた。最安定構造の解析を主として行うと同時

に、過渡的に形成される中間体に関する構造情報および熱力学的な性質の解析を行った。 
結果  
藤原研の児嶋客員教授、古板特任助教のサポートの下、二次元 NMR 測定、スペクトルの解析および構

造計算を行い、これまでに複合体の立体構造解析をおおむね完了している。さらに中間体に関する解析も

進め、熱安定性や立体構造に関する知見を得た。 


